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はじめに 
 

 

このたびは、Ｖ－４１２をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

本機は、パソコン等と接続しラベルに文字やバーコードを印字する卓上型のサーマル 

プリンターです。 

 

この取扱説明書には、装置各部の操作方法をはじめ、使用上の注意事項、簡単なトラ 

ブル対処方法などについて記載しています。本機の性能を十分に発揮させ、効果的に 

活用していただくため、ご使用前に取扱説明書を必ず読んで正しくお使いください。 

 

ご使用中いつでも閲読できるよう、この取扱説明書は大切に保管してください。 

 

   まず、はじめに標準付属品の確認を行ってください。 

万が一、不足しているものがあればご販売店にご連絡ください。 

 

    ・電源ケーブル            １本 

    ・接地変換アダプター      １個 

    ・ＦＧケーブル             １本 

    ・用紙押え板              １枚 

    ・取扱説明書              １部 

    ・保証書                  １部 

 

 

 

 

 

 

□ 本書の内容および本機の仕様は予告なしに変更することがあります。 

 

□ 本書の内容に関してお気づきの点がございましたら販売店までご連絡ください。 

 

□ 本機に純正品以外の部品を取り付ける、または純正部品を取り外す等の改造を行 

わないでください。改造によって生じたドラブルについて、当社は責任を負いか 

ねます。 

 

□ 本機は日本国内仕様であり、海外規格には適合しておりません。海外での使用に 

ついて、当社は責任を負いかねます。また、当社では本機の海外での修理、および 

保守部品の供給は行っておりません。 
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安全にご使用いただくために 
 

 

 本機を安全に正しくご使用いただくために守っていただきたい注意事項を示しています。 

 

 

◆表示の意味 

 

    警告 
 

        
 

 

◆記号の例 

 

    

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 

可能性が想定される原因を示しています。 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人がけがをしたり周囲に 

物的な損害をあたえたりする可能性が想定される原因を示しています。 

 

△で示した記号は、警告や注意を促す内容を示しています。記号の中や近くに

具体的な注意内容を示しています。 

で示した記号は、してはいけない禁止事項を示しています。記号の中や近く

に具体的な禁止内容を示しています。 

 

●で示した記号は、必ず指示に従っていただきたい強制事項を示しています。

記号の中や近くに具体的な指示内容を示しています。 

 

 

 

 

注意 
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警告 
 

電源コードは本機の付属品を使用してください。 

付属品以外の電源コードを使用すると、発火や火災の恐れがあります。 

 

 

本機の開口部から内部に金属の異物を差し込まないでください。 

配線がショートし故障・感電・火災の原因となります。 

 

 

延長コードを使用したり多配線で使用しないでください。 

電源の容量を超えると火災・感電の原因となります。 

万一、煙が出たり焦げた臭いがしたときは、電源スイッチを切り電源プラ

グをコンセントから抜いてメンテナンスサービスへ連絡してください。 

そのまま使用すると火災・感電の恐れがあります。 

 

異物(金属類・液体)が本機の内部に入った場合は、本機の電源をＯＦＦにして

電源プラグをコンセントから抜いた後、販売店へご連絡ください。 

そのまま使用すると火災・感電の原因になります。 

電源コードの上に重い物を乗せたり、無理に曲げたり、傷つけたり、加工

したりしないでください。 

そのまま使用すると火災・感電の恐れがあります。 

電源プラグをコンセントから抜くときは必ず電源プラグを持って抜いて

ください。 

電源コードを引っ張ると芯線が露出したり断線し、火災・感電の原因となります。 

表示されている電源電圧以外では使用しないでください。 

火災・感電の恐れがあります。 

アース接続は必ず行ってください。 

漏電すると火災・感電の原因となります。またガス管、電話専用アース、水道管には 

絶対取付けないでください。 

禁 止 

指 示 

禁 止 

禁 止 

指 示 

抜 く 

禁 止 

抜 く 

アース 
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注意 

本機を水のかかる場所で使用しないでください。 

また､濡れたラベルやサーマルヘッドを使用しないでください。 

火災・感電の原因となります。 

本機に電源コードを接続する場合は、電源プラグをコンセントに指し込む前

に行ってください。 

ショートや故障の原因となることがあります。 

 

本機の電源ＯＮ/ＯＦＦは必ず本機の電源スイッチで行ってください。 

本機の電源スイッチがＯＮの状態で、タップによる電源ＯＮ/ＯＦＦは故障の原因と  

なります。 

本機に接続する通信ケーブルは電源がＯＦＦの状態で接続してください。 

電源がＯＮの状態で接続するとショートや感電の原因となることがあります。 

本機に強い衝撃を与えたり激しい振動を与えないでください。 

本機が落下してけがの原因となります。また本機が破損し火災・感電の恐れがあります。 

オプションユニットの取付けや取外しは、本機および本機に接続されてい

る装置の電源プラグをコンセントから抜いた状態で行ってください。 

故障・感電の原因となります。 

湿気やほこり、通気性の悪い場所には設置しないでください。 

故障や火災・感電の原因となります。 

本機のカバーを取り外したり分解しないでください。 

火災・感電の原因になります。点検や修理は販売店へご連絡ください。 

 

禁 止 

警告 
 

分 解 

指 示 

指 示 

指 示 

抜 く 

禁 止 
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濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の原因となります。 

本機を移動する場合は、電源コードおよび本機に接続されている他の接続

コードを抜いてください。 

コードが傷つき故障や火災・感電の原因となることがあります。 

長期間使用しない場合は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて

ください。 

火災の原因となることがあります。 

本機の通風孔をふさがないでください。 

内部に熱がこもり故障・火災の原因となることがあります。 

本機のお手入れは、電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 

感電の原因となることがあります。 

消耗品の交換や点検などの作業を容易にするため、下図の設置スペースを

確保してください。 

(単位 mm) 

キーは軽く押すだけで操作できますので強く押さないでください。 

注意 

禁 止 

指 示 

抜 く 

抜 く 

お願い

意 

指 示 

指 示 

150 
200 

250 
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各部の名称と説明 
 

     正面部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     背面部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

           ヒューズは必ず所定の定格(１２５Ｖ ３.０Ａ)のものをお使いください。 

定格以外のヒューズを使用すると事故の原因となる恐れがあります。 

 

 

■操作パネル 

■フロントカバー 

■用紙排出口 

印字済の用紙が排出されます。 

本機の状態を表示し、操作する

パネルです。 
上下に開閉します。 

■電源スイッチ 

■ヒューズボックス 

■ＵＳＢポート 

■ＣＦカードスロット 

■電源ケーブルインレット 

■ＲＳ２３２Ｃポート 

■ＬＡＮポート 

注意 
 

ＲＳ－２３２Ｃケーブルを接続する

コネクタです。 

ＬＡＮケーブルを接続するコネク

タです。 

ＵＳＢケーブルを接続するコネク

タです。 

ＣＦカード(別売)を挿入するコネク

タです。 

電源ケーブルを接続します。 

所定のヒューズが入っています。 

本機の電源ＯＮ/ＯＦＦします。 
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      内 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   操作パネル部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■用紙押え板 

■リボン巻取軸 

■用紙ホルダー ■印字ヘッド 

■プラテンローラー 

●電 源 

本機の電源ＯＮで点灯、電源ＯＦＦで消灯します。 

●レディ 

 印字データが受信可能なとき点灯します。 

●用紙 

 用紙エンドエラーが発生すると点灯します。 

●リボン 

  リボンエンドエラーが発生すると点灯します。 

●ストップ 

 エラーが発生したとき、またはセットモード中に 

点灯します。 

本機の状態や指示を表示します。 

また時間が経つと節電機能が働きバックライト

が消灯します。 
ガイドランプ 

キースイッチ 

表示パネル 

用紙送り 

モード 

スタート 

ストップ 

△ 

▽ 

設定モードに切り替えます。 

用紙の位置合わせを行いま

す。印字ヘッドアップのとき

はリボンを巻き上げます 

印字を開始する、またはエラ

ー解除を行います。 

通常時は使用しません。設定

モードのときにモード移行を

行います。 

■リボン巻取軸 

■操作パネル 

■ヘッドセットレバー 
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 リボンのセット手順 
 

 

      リボン巻取軸に紙管を奥まで差込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リボン巻出軸にリボンを奥までしっかりと差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■リボン巻取軸 

■紙管 

■リボン 

■リボン巻出軸 

１ 

2 
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下図リボン経路図を参照して、リボンの取り付けを完了してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙送りキーを押して、リードフィルム(透明フィルム)を巻き上げてください。 

またリボンに”しわ”があればシワが無くなるまでリボンを巻き取り完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□リボン検出センサ－の下をリボンが確実に通るようにしてください。 

□リボンは上図の経路通り正しくセットしてください。間違ったセットを行うとエラーが発生したり 

印字ができません。 

□リボンを使い切った後に残る紙管は廃棄せず、新しいリボンの巻き取り用に利用してください。 

 

 

 

４ 

3 

■リボン引きローラー 
■リボン巻取軸 

■リボン巻出軸 

■印字ヘッド 
■リボンガイド板 ■プラテンローラー 

■リボンガイドローラー 

■リボン検出センサー 

■ヘッドセットレバー

ー 
■リボン 
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用紙のセット手順 

 

用紙押え板を外して､用紙ホルダガイドカラーの固定ネジをプラスドライバーで緩めて 

用紙ロールの中心に合わせて固定し、用紙をセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                   用紙ホルダー 

 

 

用紙を用紙ガイドローラーの下から通して、用紙幅ガイドを用紙幅に合わせてガイド固定 

  つまみを締めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■用紙押え板 

■用紙 

■用紙ホルダガイドカラー 

■用紙ガイドローラー 

■ガイド固定つまみ 

■用紙幅ガイド 

１ 

2 

 

巻仕上げの場合 
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用紙検出センサーを用紙間（セパレート紙）又は、ガイドの隙間に合うようにセンサー移動 

       つまみを緩め左右に調整し、センサー移動つまみを締めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙を印字ヘッドまでスライドさせてヘッドセットレバーを下げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□用紙の先端が印字ヘッドから１０ｍｍほど前に出るようにセットしてください。 

 

 

 

■ヘッドセットレバー 

■印字ヘッド 

■用紙検出センサー 

■センサー移動つまみ 

3 

 

4 
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操作パネルの 用紙送り キーを押してください 

      用紙が２枚送られ、用紙セットが完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 
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フロントカバーの３ヶ所のナットを４ｍｍスパナで外し､折り仕上げ板を取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折り仕上げ用紙をセットし、P11.用紙のセット手順 巻仕上げの場合 ２ からの作業を行って 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■折り仕上げ用紙 

折仕上げの場合 

1 

 

 

2 
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    広幅用紙を印字させる場合は、用紙切換レバーを下図の広幅用に合わせ、又、狭幅用紙 

    を印字させる場合は、用紙切換レバーを狭幅用に合わせて印字を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■奥手前ガイド 

(ａ) 

(ｂ) ■奥ガイド（上） 

 

       狭幅   広幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ■用紙切換レバー 

■手前ガイド 

■奥ガイド 

広幅用紙と狭幅用紙の切り替え 

ラベルが貼り付いた場合のガイドの外し方 

2 

 

 

1 

 

 

 

奥ガイドの固定ネジ(ｂ)を外し、奥ガイド(上)を取り外してください。 

 

手前ガイドの固定ネジ(ａ)×２を緩め、手前ガイド(上)を取り外してください。 
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カッターユニット装着タイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回転刃 

□カッター刃を直接指でふれないでください。けがの原因となります。 

□カッターを掃除するときは、必ず本機の電源スイッチを ＯＦＦ にして電源ケーブルをコンセントから 

抜いてください。誤ってカッターを動作させてけがの原因となります。 

■カッター固定つまみ 

■固定刃 

リボンのセット手順 

2 

 

 

1 

 

 

 

P9.リボンのセット手順を参照してセットしてください。 

カッター固定つまみを緩め、カッターユニットを手前へ倒してください。（下図参照） 

 

 

【カッターユニット側面図】 
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    巻仕上げ及び折り仕上げの場合も P11.用紙セットの方法 巻仕上げの場合 の １ ２ ３ と同様 

に行ってください。４ からは下図のように行ってください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□用紙の先端がカッターユニットより１０ｍｍほど前に出るようにセットしてください。 

■ヘッドセットレバー 

■用紙送りキー 

■用紙 

■ヘッドセットレバー

固定刃 

用紙のセット手順 

許ル離距離設定 

1 

 

 

 

ヘッドセットレバーを上げて用紙を通します。 

2 

 

 

ヘッドセットレバーを下げて用紙送りキーを押してください。 

用紙が２枚送られ、基準位置を自動測定しカットします。 
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印字ヘッドの掃除について 
 

    本機の印字品質を維持するために、ご使用前に印字ヘッドを定期的にクリーニングしてください。 

 

 

 

 

 

          本機の電源を ＯＦＦ にして、安全のためコンセントから電源プラグを抜いてください。 

 

 

(1) ヘッドセットレバーを上げ、印字ヘッドとプラテンローラーの隙間を開けてください。 

 

 

   リボンを弛ませ印字ヘッドの発熱体が見えるようにしてください。 

 

 

発熱体付近を無水エタノールに浸した綿棒で軽く拭いてください。 

             （強く拭くと印字ヘッドにキズが付き故障の原因となります） 

 

   用紙およびリボンを再セットしヘッドセットレバーを下げます。 

 

 

電源 ＯＮ 後、印字確認を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□必ず本機の電源を ＯＦＦ にして電源プラグをコンセントから抜いてください。 

 

□金属などの固いものは印字ヘッドを破壊しますので、絶対に使用しないでください。 

□掃除のときは、無水エタノール以外の薬品（シンナー等）を使用しないでください。 

 

■印字ヘッド 

■綿棒 

■プラテンローラー 

■発熱体 

１ 

印字ヘッドの掃除手順 

許ル離距離設定 

２ 

３ ３ 

４ 

５ 

６ 

□カッターユニット装着タイプはカッター固定つまみを緩め、カッターユニットを手前へ倒して

ください。 
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困ったときは 
 

     本機が正しく動作しないときは、次のことを確認してください。 

下記の処置をしても回復しないときは、本機の電源スイッチを ＯＦＦ にしてコンセントから電源 

プラグを抜き、販売店にお問合せください。 

 

         現  象                確 認 事 項 

電源を ＯＮ にしても作動しない 

・電源プラグがコンセントから外れていませんか？ 

 電源プラグをしっかり差込んでください。 

・コンセントにＡＣ１００Ｖが流れていますか？ 

 建物のブレーカーを点検してください。 

・ヒューズが切れていませんか？ 

 ヒューズボックス内のヒューズを確認してください 

(P.7各部の名称と説明 背面部 を参照) 

印字動作しない（発行されない） 

・本機がレディ状態になっていますか？ 

 （P.8各部の名称と説明 操作パネル部 を参照） 

・ストップランプが赤点灯していませんか？ 

 （P.8各部の名称と説明 操作パネル部 を参照） 

・本機の表示パネルにエラーメッセージが表示されていませんか？ 

 エラーを解除してレディ状態に戻してください。 

・正しい経路でラベルをセットしていますか？ 

 （P.11用紙のセット手順を参照） 

・コンピュータからの印字データは送信完了しましたか？ 

 印字データの送信を確認してください。 

・本機またはコンピュータ側の通信ケーブルが抜けていませんか？ 

 通信ケーブルを接続し直してください。 

・コンピュータの通信設定は正しいですか。 

 通信設定を確認してください。 

印字動作はするが印字されない 

・リボンが裏表反対にセットされていないか確認してください。 

 （P.9 リボンのセット手順を参照） 

・コンピュータからの印字データは正しいですか？ 

 コンピュータの印字データを確認してください。 

印字がかすれる 

・印字ヘッドが汚れていませんか。 

無水エタノールと綿棒で印字ヘッドを掃除してください。 

 （P.18 印字ヘッドの掃除についてを参照） 

印字ヘッドを掃除しても回復しないときは、販売店へお問合せ 

ください。 

印字に白いスジ(ドット抜け)が発生する 

・印字ヘッドが汚れていませんか。 

無水エタノールと綿棒で印字ヘッドを掃除してください。 

（P.18 印字ヘッドの掃除についてを参照） 

印字ヘッドを掃除しても回復しないときは、販売店へお問合せ 

ください。 

・｢ヘッド シンダン エラー」が表示されていませんか？ 

 表示されている場合は、販売店に印字ヘッドの交換を依頼して 

ください。 

表示パネルに 

 

Ｅ：２Ｍ５０－００００００００ 

リボン ガ アリマセン 

 

と表示される 

・リボンが無くなっていませんか？ 

 リボンが無くなっている場合、新しいリボンをセットしてください。 

・正しい経路でリボンをセットしていますか？ 

 （P.9リボンのセット手順を参照） 

 スタート/ストップキーを押してエラー解除してください。 

 

電源 

リボン 

ストップ 
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          現  象                確 認 事 項 

表示パネルに 

 

Ｅ：２Ｍ５３－００００００００ 

ヨウシ ガ アリマセン 

 

と表示される 

・用紙が無くなっていませんか？ 

 用紙が無くなっている場合、新しい用紙をセットしてください。 

・正しい経路で用紙をセットしていますか？ 

 （P.11用紙のセット手順を参照） 

 スタート/ストップキーを押してエラー解除してください。 

表示パネルに 

 

Ｅ：２Ｍ５２－００００００００ 

ヨウシ ガ ツマリマシタ 

 

と表示される 

・用紙が詰まっていませんか？ 

 搬送経路に用紙が詰まっている、または用紙が貼り付いている 

場合は、取り除いてください。 

スタート/ストップキーを押してエラー解除してください。 

表示パネルに 

 

     Ｅ：２Ｍ６０－００００００００ 

ヘッド ガ アガッテイマス 

 

と表示される 

・ヘッドセットレバーが上がっています。 

ヘッドセットレバーを下げてスタート/ストップキーを押して 

エラー解除してください。 

表示パネルに 

 

Ｅ：２Ｍ６１－００００００００ 

ヘッド シンダン エラー 

 

と表示される 

 

・下記のように印字に白いスジが入る。 

 

⇒ 印字ヘッドが故障しています。 

 

 エラーが発生した状態で印字を続けるとバーコードが読取りでき 

なくなりますので印字ヘッドの交換を販売店に依頼してください。 

表示パネルに 

 

Ｅ：２ＭＡＦ－００００００００ 

カット イチ エラー 

 

と表示される。 

・カッターユニット内に用紙が詰まっていませんか。 

 用紙が今っている場合は、取り除き電源を入れ直してください。 

電源を入れ直してもエラーが改善されない場合は、販売店に修理を 

 依頼してください。 

・カッターユニットは確り固定されていますか。 

 カッター固定つまみを固定してください。 

 

 

 

 

 

電源 

用紙 

ストップ 

電源 

用紙 

ストップ 

ストップ 

ストップ 

ストップ 

電源 

電源 

電源 
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基本仕様 
 

 

モデル名 サーマルプリンター  Ｖ－４１２ 

印字方式 熱転写方式／ダイレクト方式 

ヘッド解像度 １１.８dｏｔ/ｍｍ（３００ｄｐｉ） 

印字速度 MAX２００ｍｍ/ｓ 

印字有効エリア 最大 幅 １０４ｍｍ × 長さ ４００ｍｍ 

用紙サイズ 幅 ２５ｍｍ－１２０ｍｍ  （カッター機によるカット有効幅 ２５ｍｍ－１１７ｍｍ）  

用紙種類／形状 当社指定ラベル（セパレート紙色 白） ／ ロール仕上げ 

用紙厚 ０.２６ｍｍ以下 （セパレート紙厚０.０６ｍｍ） 

サーマルリボン種類 当社指定リボン １インチ内径紙管  最大長４００ｍ内巻き 

自己検出機能 印字ヘッド切れ検出，ラベルエンド検出，リボンエンド検出，印字ヘッド位置検出 

環境条件 
使用環境１０～３０℃／３０～８０％ＲＨ（結露なきこと） 

保存環境 ０～４５℃／１０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

電源仕様／消費電力 ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０/６０Ｈｚ  ／ 約２００ＶＡ 

寸法／重量 幅３１５ｍｍ×奥行き３６５ｍｍ×高さ２８５ｍｍ ／ 重量約１８ｋｇ 

インターフェース ＲＳ-２３２Ｃ，ＵＳＢ２.０，ＬＡＮ 

 

 

 

 

 

 

 

           ２８５ 

 

 

 

                                    ３６５ 

               ３１５ 

 

 

 

●当該機の仕様および外観は､改良のため予告なく変更されることがありますのでご了承ください。 
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